


は じ め に

このたび，宮城県保健環境センターの平成１７年度における業績をとりまとめ年報

として発刊する運びとなりましたので，ご高覧の上，ご意見を賜れば幸いと存じま

す。

当センターは，県民の方々の保健衛生や環境保全の維持向上のため，試験検査，

調査研究，関係情報の収集・解析・提供及び技術研修等を行っておりますが，平成

１７年度には，生かきのノロウイルス対策に関する調査研究，海藻を活用した水質浄

化法の検討，村田町竹の内産業廃棄物処分場での各種調査解析，ポジティブリスト

制導入に向けての残留農薬の一斉分析など，鋭意取り組んで来たところです。

平成１７年度は，当センターにおいても，外部評価制度の導入による機関評価が行

われ，外部の専門家や有識者により，調査研究の推進体制や人材育成・確保などセ

ンターの運営体制全般にわたるご意見をいただき，その対応方針をまとめたところ

です。また，平成１８年度には，引き続き研究課題評価を行うこととしております。

さて，県財政はますます厳しくなり，センター関連予算の削減，分析機器の老朽

化など以前にも増して課題が多くなるなか，限られた人的・物的資源の下で，より

県民ニーズや行政課題に密着した調査研究等の遂行とその成果を各方面に還元する

ことが求められています。また，団塊の世代の大量退職の時代が間近に迫っており，

定員削減が求められているなか，経験豊かな職員が退職した後の調査研究等の技術

水準の維持をどのようにして保っていくかなど難問が山積しております。

このような状況のなか，県民の皆様方の理解が得られ，充分期待に応えられます

よう，調査研究体制の充実，精度管理の充実，健康危機管理体制の強化など，保健

環境分野の課題に対して積極的に取り組み，研鑽を積んでまいりたいと考えており

ますので，今後とも，ご指導，ご支援のほどよろしくお願い致します。

平成１８年１１月

宮城県保健環境センター

所 長 美美 橋 正 弘
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